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月 号 


ejalrdals 


講演 ・ 会 議 等 (P1 へ) 
P1 赤澤 亮 正 内 閣府 副 大 臣 (金融 担当 ) イン タビ ュー 
P4 「 企 業 会 計 審議 会 総会 ・ 第 7 回 会 計 部 会 」 の 開催 に つい て 
P5 eo し た 

「2020 よ い 仕 事 お こし フェ ア 」 に 赤澤 副 大 臣 が 出席 
P6 量 が 関 ダ イア ログ 」 オン ライ ン 開 催 
省庁 施策 お よび 金融 機関 の 特徴 的 な 取組 事例 を 紹介 て 


政策 解説 コー ナー  (P7 ぐ ) 
P7 人 金融 行政 の 英語 化 、 ワ ンス トッ プ 化 に つい て 
監督 局 証券 課 供 産 運用 室長 鈴木 夏山 






















お 知ら せ (P9<^) 
P9 「 自 然 炎 害 に よる 被災 者 の 債務 整理 に 関す る ガイ ドラ イン 」 を 新型 コロ ナ 
ウイ ルス 感染 症 に 適用 する 場合 の 特 則 の 公表 に つい て 
P10 「 金 融 業 界 横断 的 な サイ バー セキ ュ リ ティ 演習 (Delta Wall V) 」 
に つい て 
P11 後見 制度 RY 後見 制度 支援 信託 の 導入 状況 調査 の 結果 に つい て 
P12 市 場 へ の メッ セー ジ ( 令 和 2 年 11 月 24 日 ) 


先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み (P13) 


= オン ライ ン 版 は こち ら か ら ff 
https://www.fsa.go.jp/access/index.html 














金融 庁 


澤 亮 正 内 閣府 副 大 臣 


金融 担当 イン タビ ュー 









赤澤 之 正 (あか ざわ りょう せい ) 
内 閣府 副 大 臣 (金融 担当 ) 


昭和 35 年 12 月 生ま れ 。 
平成 17 年 に 初 当選 後 、 平 成 24 年 12 月 に 国土 交通 大 臣 









政務 官 、 平 成 26 年 9 月 に 内 閣府 副 大 臣 を 歴任 。 








羽 舌 砂 及 大 邦 ( 参 大 誠 当 ) と ん て の 意 寿 > 
み を 数 そ て ぐだ さ の 。 





5 年 ぶり 3 度目 の 内 閣府 副 大 臣 と いう こと で 、 金 
融 庁 の 皆さん と は 知ら な い 仲 で は な い の で 、 私 な り 
の カラ ー も し っ か り 出 し て 国民 の 期待 に 応え る よう 
な 、 総 理 の 言葉 を 借り れ ば 、「 国 民 の た め に し っ か 
ll 還 0 SURNDN0 UN de 
前 回 と 異な り 、 コ ロナ 褐 の 中 で 、 コ ロナ を し っ か り 
乗り 越え て いく 、 コ ロナ 収束 に 向け て 金融 仲介 機能 
の がかり 果 だ 0 もらう 6 ら 6UY) 電 吊 大 きん 所 
優先 の 金融 行政 の 目的 が あり 、 こ れ は 菅 内 閣 の 最 優 
先 課題 で も ある の で 、 こ れ を し っ か りや り た いと 
思っ で いま すず 。 

5 年 前 、 私 が いた と きも 、「 金 融 処分 店] か ら 
「 金 融 育 成 庁 | へ の 転換 と いう こと を や っ て いて 、 
5 年 前 は まさ に 経営 者 保証 に 関す る ガイ ドラ イン の 
積極 的 な 活用 を 促す と いう こと を や っ て いま し た 。 
また 、 象 徴 的 な 存在 で ある 金融 検査 マニ ュ ア ル が 昨 








































































































害 天 き 





| 菅 義 偉 内 閣 発足 に 伴い 、 
ご 就任 され た 赤澤 亮 正 内 閣府 副 大 臣 
| (金融 担当 ) に 、 意 気 込 みや 金融 行政 
| へ の お 考え 等 に つい て お 聞き し まし た 。 
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9 月 18 日 に 


イン タビ ュー の 概要 

話 === 久 自 分 な り の カラ ー を 出し て 世界 を 
変え た い 

る を ライ フワ ー ク は 「 防 災 」 と 「 地 方 
創 生 」 


国家 国民 の 価値 観 を 「 多 様 性 を 善 
と し て 楽し さ を 美 徳 と する 国 」 へ 
転換 し た い 


し 首 い を 思っ る で い 誤 富 。 

92520 の 0 二 寺 G 作 当 ( 良 0Ne 3 の (08 し 理 
的 安全 性 ] が 確保 され た 状態 で 、 地 域 の 金融 機関 関 
係 者 だ け で な く 金 融 庁 の 職員 も 、 事 業者 も 参加 し て 
「 ち いき ん 会 ] ※ を 開催 し て いる こと で す 。 表 に 出 
て くる 部 分 と は また 別 の 部 分 で 、「 金 融 育 成 庁 ] と 
し て 機能 し よう と する 金融 庁 が ある わけ で す 。 国民 
の アン ケー ト を 取れ ば 、 霞 が 関 の 省 庁 の 中 で 金融 店 
は 評価 が 非常 に 高い の で は な いか と 思っ て いま す 。 
今 申 し 上 げた こと を 念頭 に 置い て 、 私 な り の カラ ー 
が 因 る の 部 人 の (0 引 夫 る 人 な だ た いと 邊 く 思い ます 


























菊 た 、 参 肘 が 成 の 必 で 券 た 厚い スカ の ある 
成 腔 こつ いて 数 そ て ぐだ さ の >。 


の 5432UNGG 和 USMUINNIeEIDO 
CENSGME MM NE 語 A 当 ee 0 





























年 12 月 に つい に 廃止 され まし た 。 国民 、 金 融 の 利用 
者 、 金 融 機 関 か ら 見 て 柔らか い 金 融 庁 と いう 存在 を 
目指 し て 努力 し て いる の で 、 私 自身 は 、 そ れ を 加速 






























































※ 熱意 ある 公務 上 員 と 金融 機関 職員 が 、 肩 書き を 外し て も 安心 し て 建設 的 な 議論 












































eR 
機関 の 有志 で 構成 され て いる 。 


























「 ち いき ん 会 」 事務 局 は 、 金 融 庁 ・ 地 域 課 題 解決 支援 チー ム な どの 省庁 や よん な な 会 の 有志 の ほか 、 





ゼロ ゼロ 融資 に つい て 、 我 々 が 制度 を 作り 、 各 人 金 記 
機関 も 頑張 っ て くれ まし た 。 公庫 で も や っ て いま す 
が 、 民 間 金 融 機 関 で も で きる よう に し た こと が 重要 








展開 する ミー ト ア ッ プ の 場 の 
金融 1 

















な 点 で す 。 し か し 、 借 金 だ か ら 返 済 し な いと いけ な 
い の で 、 コ ロナ が 収束 せ ず に 1 年 、 2 年 経過 する と 、 
仙人 ほ 年 だ か の か ら この 際 話 半 更 つの か 2 と か 
Ma GSR2O0GUBNO Ed 

その と き に 、 金 融 機関 に 力 を つけ て お いて も ら わ 
UMNANUNS EN の 0 詳 2 の UNISuU の AI 
は 、 人 材 は 金融 機関 に いる の で す 。 金融 機関 が 相談 
に 乗っ て 、 コ ン サ ル 的 な 機能 を し っ か り 果 た し て 、 
本 業 支援 と か 、 再 生 支 援 と か 承継 支援 と か 廃業 を 含 
9990ICS き SS NIIDUS2O GUV れ UN じ 自 尼 占 計 由 肖 ま 
いっ た 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 関す る 経済 対策 
と し て 行っ た 政策 が 出口 めがけ て 動く と き に 、 す ご 
MR MA に コン (の oc 

各地 域 の 金融 機関 が 頑張 っ て 、 例 えば 破綻 懸念 先 
OO 
王位 で 記 義 し CWU い 結 果 を 出 U で いく 好 操 ) 
の 人 で 業 の 衣 に な れる そう いう 方 向 選 全う て ほ し い 
と 思っ て いま す 。 金融 庁 設 置 法 で も 銀行 法 で も コン 
SR 
す 。 銀行 法 に は 、 資 金 を 貸し 付け て 利 ザ ヤ で 稼ぐ の 
が 「 銀 行 0 
な る た め の コ ン サ ル 業 務 と いう の は 、 (法律 や 政令 、 
内 閣府 令 で は な く ) 監督 指針 に 書い て ある 状況 で す 。 
いっ その こと 、 金 融 庁 も コン サル 機能 みた いな も の 
作 (| 且 秒 NO0NGG ろ に 書い て は どう か と 、 また 、 地 域 企 
= コリ SIga の ョ リン ルー の SI20 ま っ 2 
と 位置 づけ よう じゃ な いか と 。 こ れ か ら の ゼロ ゼロ 
融資 等 コロ ナ 関 連 の 政策 の 出口 を 目指 す と ころ で 、 
金融 機関 が コン サル 業務 を 十分 に で きる よう に 今 の 
DSE2 2 ピー 
愉 MNGHIIU の SW の 2IECE 
































































































































































































































ーーー まさ ん ぐ 、 今 コロ ナ 益 と いう 大 療 天 た に あ : 
ます 。 こ うん た 友 で 赤 閣 品 / 大 記 が ライ フワ ー ク と し 
て 破 ク 紹 ん で いら っ と ん ゃ る 雄 災 また を 刀 方 動 学 と 

いっ た ご 郊 脱 が 、 移 肘 が 成 の めで る 生み さる 部分 
グ が 多 いと 厚い まみ 引 た 大 雄 辺 応 と いう 意 で 、 灰 
炎 と いう 2 癖 か ら 居 / 大 万 が 燈 た に 学 訪 さよ 刀 て いる こと 、 

大豆 と さ 丸 て いる こと を 教え て ぐだ さい 




























































































癌 得 ベ の 使 還 険 必 る 阿 が タイ | 次 ほ 交 っ 写 
か と いう と 、1984 年 に 運輸 省 (現在 の 国土 交通 省 ) 
に 入 省 し た の で す が 、 翌 1985 年 に 御巣鷹 山 で 日 航 機 
墜落 事故 が あ 8 記 し た 。 私 は 当時 2 年 目 の 職員 で 、 
運輸 省 航空 局 に いま し た 。 夕方 電話 が か か っ て き て 、 











「 た っ た 今 、 ター か ら 、 500 人 以上 が 乗っ た 

ジャ ン ボ の 機 影 が 消え た 」 と の 報告 が あり 、 そ の 場 
に 私 は いた わけ で す 。 今 で も その 時 の こと を 思い 出 
す の で す が 、 血 管 の 中 を 氷 の 粒 が ざっ と 流れ た よう 
な 感覚 で し た 。 その 10 年 後 、1995 年 に 阪神 淡路 大 震 
災 が あり 、 そ し て 、 そ の 10 年 後 の 2005 年 に 議員 に な 
























































出来 事 が ある 。 や は り 、 人 が 死ぬ の は と に か くい や 
た 。 寺 RM CC. と を し よう 、 事 態 対 処 
の 中 で も 万 全 を 期 そ う 、 事 後 の 復旧 ・ 復 興 に つい て 


も 全力 で 取り 組 も う と いう 考え か すこ く あ り ま すす 
































(写真 : イン タビ ュー の 様子 ) 








今後 は 、「 防 災 省 ] を 作っ て 事前 防災 に 取り 組む 
ES 、 防 災 技 術 の 研究 開発 に も 取り 組ん で 、 そ 
れ を 外国 に 売っ て 医 冨 も 生み た いと 考え て いま す 。 
また 、 万 全 の 事態 対処 に も 取り 組み た いと 考え て い 
5 で の II 防 人 0 の 0 テン タル 作 も AA CU いま 
5 年 前 、 私 の 提言 で 、 様 々 な 地図 を 電子 的 に 重ね る 
こと が で きる よう に な り 、SIP4D (災害 関連 情報 を 
デジ タル 地図 に 収集 ・ 集 約 ・ 提 供する シス テム ) と 
UN フシ ンス テバ が ある の で すか 今度 は これ に Al を 
下 泡 よう と 選 選 言 じ で て い 語 ず 。 

また 、 私 の 地元 で も 2000 年 に 鳥取 県 西部 地震 が 、 
2016 年 に 鳥取 県 中 部 地震 が あっ た の で 、 地 元 の 被災 
地 に 衆議院 議員 と し て 駆け つけ て 、 何 が 困っ て いる 
の か 聞き だ し て 、 い ち 早 い 復 旧 ・ 復 興 に 全力 を 挙げ 
Ee 

地方 創 生 を 唱え て いま す が 、 人 口 の 一 番 少 な い 、 
経済 力 の 弱い 鳥取 県 で 地方 信 生 が で きる の で あれ ば 
必ず 全国 で で きる は ず だ と 。 鳥取 県 の こと だ け エ ゴ 
多 天 コック に 言う の で は 太く 全国 で 地 玉 信 生 を 
成功 させ る た め に 、 ま ず 鳥 取 か ら の 地方 創 生 を 成功 
させ な いと いけ な いと いう 思い が 強い で すね 。 




































































































































































周 会 護 紀 た な っ た まっ か げ け は 何で し ょ うか > 





これ を 考え る 上 で 思う こと は 、 連 続 性 が ある っ て 
生生 請 BOD 























私 自身 は 、 父 か ら 、「 ま ず 人 の 役に立つ こと を し 
な さい 、 給 料 は 後 か ら つ いて くる |] と いう 人 生 観 で 














り ま し た 人生 そ の も の おい 10 年 お き 局 大きな 


育て られ て いて 、 一 言 で いう と 、「 人 が 喜ぶ 顔 が 見 
NNNIGUNNS (の まま 目 人 の で G6 も 生き 用 の 



























































を 抜く 、 営 利 企業 の 世界 は 向い て いる と は 思わ な 
が っ の で へ 沙 貞 (かり まま 1 た て うつ 上 味 が 
ら す る と 、 国 家 国 民 を 喜ば せる と いう 意味 で 、 私 か 
ら す る と 公務 員 と 国会 議員 は 連続 性 が ある 、 と いう 
の が 評 す 全う つ 。 
あと は 、 災 害 か ら 国 民 を 救う と いっ た と き に 国土 
交通 省 は 大 事 で す 。 日 本 と いう の は 、 内 水 渦 洋 を 含 
め て 、 災 害 と いう の は 基本 的 に 水 の 災 害 で すか ら 。 
だ か ら 河 川 局 が ある 国土 交通 省 に いて 、 一 番 大 き な 
ON いう の は 間違い な 
。 た だ 、 炎 害 は それ だ け じ ゃ な いで す よ ね 。 農業 
OR も っ と 言え ば 、 水 の 災害 だ け 
や な 6 
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どき が が 安 会 ど ひ そう いう 祥 共 の を 追 到 し で 。 

と ころ が 、 そ の 政策 が 150 年 間 で 賞味 期限 が 切れ 
て し まっ て 、 今 度 は 国策 と し て や っ て きた 東京 一 極 
集中 を どう 逆転 する か 。 そ れ を や ら な きゃ いけ な い 。 
人 証人 回 6 で OK IINAO AN OO 5 MI 
本 当 に 必要 と され る 、 国 家 国 民 の 価値 観 の 転換 、 多 
様 性 を 善 と し て 楽し さ を 美徳 と する 国 へ 作り 変え る 
OAM その た め に 国 の 仕組 み を 変え 、 地 域 

分 散 化 ・ 内 需 主 導 型 経済 に し た いと 考え て いま す 。 

0 も 当然 や り た いし 、 国 民 を 豊か 
に する た め に は 、 計 画 的 に 最低 賃金 を 上 げた い 。 だ 
人 2 上 1Pe2RH ン ド ある 
い は 取引 適正 化 も や や る 、 そ れ と 見 合っ て 最低 賃金 も 
上 げ て いく 、 生 産 性 を 上 げ て 、 そ れ が GDP の 成長 に 


































































































































































































防災 、 国 民 の 生命 、 身 体 、 
員 に な れ ば 、 自 衛 隊 や 警察 と も 話 が で きる 、 
こ は 「 防 災 省 」 が 作れ る 。 だ か ら 国 会 議員 ( 
と 思い まし た 。 官僚 時 代 に 胸 を 張っ て いた の 

「 民間 と 違っ て 法律 が 作れ ます 」 、 人 
め ら 4 れ ま | こいつ こ と で し た 人 CDO2 ら 、 
| 二 上 Si 去 ICOg 目 のり ml 寺 困 4 HEN2210 
最終 的 に それ を 於 (0 

だ か ら 、 公 務 員 の 延長 線上 で 、 法 律 を 作る 、 予 算 を 
決め る と ころ に 今 い 〈 く 旧 界 る 交え る だ め に より や 
WI220 お 0 2082R/ き 信 いつ 0C お 





財産 を 守る 仕事 は 、 議 
将来 的 























































































































(写真 : 


イン タビ ュー の 様子 ) 


UL 二 二 NGDA 0 還 具 00060 0e 
す 、 も ちろ ん いい 方 に 。 

今 、 本 当 に 大 事 な 時 期 に 来 て いて 。 堺屋 太一 さん 
が 書い た 「 三 度目 の 日 本 |] と いう 本 が 印象 に 残っ て 
いま す 。 何 が 書い て ある か と いう と 、 明 治 の 最初 か 
ら 150 年 間 、 国 策 と し て 東京 一 極 集中 を や っ て きた 。 
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肖 争 に ボロ 負け し た 後 は 、 国 を な ん と か も う 一 度 再 
四 す る 為 に 豊か さ を 目指 し て 、 規 格 大 量 生 産 を ひ た 
すら 追求 し た と 。 そ の 過程 で 国策 と し て 東京 一 極 集 
中 を 徹底 的 に し た と 。 効率 と か 、 均 一 性 と か 、 清 潔 








































































































夏 注 家 と ん て 有 王府 する の を 教え て ぐだ さい 。 


国 の 独立 を 守る た め に 、 独 産 興業 、 富 国 強兵 を や り 、 


つなが る 、 果 実は 地域 で 分 散 し て 享受 する 、 そ れ で 





多様 な 日 本 、 楽 し い 人 生 と いう の が で きる と 思い ま 
a 
ーーー 災厄 どの よう だ 次 ご さて いす クッ 


休日 は 、 時 間 が あれ ば 地元 の 人 と 話し た り ご は ん 
食べ た り 、 酒 を 飲ん だ り が 一 番 楽 し いし 、 活 力 な ん 
誠 朋 Ge 今 四 示 で CGCG き な が なく な が うっ GU の 繋 忠 手 馬 
宣言 の 間 は 、 東 京 に 残れ と 言わ れ て いた の で 、 と に 
NN UMOU20N 2 

それ で 、 休 日 の 過ごし 方 が 少し 変わ っ て ね 、 本 来 
kiU 詞 が の 36 も の 720 で も 好き の ん JC 
と か 、 鬼 減 の 刃 と か ワン ピー ス と か 漫画 の 類 、 映 画 、 
| 人 ISA2IAIIN ま DU nl 有 選 の 
II ソノ ク 生 合 貞 うく m の で G い まま から に れん れ が 
ら の 金融 行政 は 「 全 集中 の 呼吸 ] で ね 。 「 ち いき ん 
の 呼吸 ・ 一 の 型 」 と か さ 。 (一 故 愛 り 





































































































ーーー 邦生 の 氷 を 数 そ て いた だ ゲ ま クッ 

強い て 言う と 、 ニ ー チ ェ の 言葉 で 、「4 つの 徳 を 
NG つう 言 革 で 3 自分 自 朋 友人 la G 
は 、 い つも 誠実 で あれ 。 英 に 対し て は 、 勇 気 を 持て 。 
敗者 に 対し て は 、 寛 大 さ を 持 て 。 そ の 他 あ ら ゆ る 場 
治 MS2U0C ま 二 ( 礼 優る 保 @G と 00 つも の で 9 
れ 0 は 膨大 因 が も の で あの 6 思 EMR 
自学 た 対し で 譜 宮 で あれ | と いう 言葉 は 深く ぐ G、 
自分 の 気持 ち に 反する こと を する と 、 後 悔 す る ん で 
す 。 自分 の 心 に 背 いて 、 主 義 主 張 を 曲げ け て 、 こ うし 
た 方 が 儲かる と か 、 こ うし た 方 が 出世 する と か 利害 

や 打算 で や る と 、 結 局 自分 の 信念 ・ 理 想 に 合わ な く 
IGG うら くる の の 旧 目 たから て の 6 あの 爺 
合 に は 、 礼 儀 を 保 て っ て いう の は 、 結 構 難し く て 、 
不機嫌 さ を 出し ちゃ いけ な いし 、 周 り の 人 に 当たっ 
た りす る の は ど ご法度 だ し 、 無 礼 な の は も ちろ ん 許さ 
がい し 振り し いよ ね 人 生 い つ も 努力 中 ! 笑 笑 




















































































































































































































(イン タビ ュ ア ー : 広報 室長 境 吉 隆 ) 





会 | の 開催 に つい て 








11 月 6 日 、 企業 会 計 審議 会 総会 ・ 本 
回 会 計 部 会 を 開催 し 、 監 査 基 準 の 改訂 及 
び 最 近 の 会 計 監 査 ・ 会 計 基 準 を 巡る 主 な 
動向 等 に つい て 議論 が 行わ れ ま し た 。 


















































ゃ 監査 基準 の 改訂 等 に つい て 
有価 証券 報告 書 等 に お ける 財務 諸表 以 
























































外 の 情報 で ある 「 そ の 他 の 記載 内 容 ] に 
係る 監査 人 の 手続 の 明確 化 や 、 リ スク ・ 
アプ ロー チ の 強化 を 内 容 と し た 監査 基準 
の 改訂 等 が 了承 され まし た 。 

「 そ の 他 の 記載 内 容 」 に つい て は 、 非 
財務 情報 の 開示 の 充実 が 進む 中 、 監 査 人 
は これ を 通読 し 、 当 該 記載 内 容 と 財務 諸 
表 又は 監査 人 が 監査 の 過程 で 得 た 知識 と la 1 





































































































































































































の 間 に 重 要 な 相違 が ある か どう か に つい 赤澤 一 大 
PAMNE 馬 2 こま に 05 二 の ラ pm 
報告 書 に お いて 、 「 そ の 他 の 記載 内 容 ] に 係る 区 分 を 新た に 設け 、 重 要 な 誤り の 有無 や その 内 容 等 
過 つ | 情 報 提供 名 売 寄 き BS こと と され また 

リス ク ・ ア プロ ー チ に つい て は 、 会 計上 の 見 積 り の 複雑 化 等 を 背景 と し て 、 リ スク 評価 及び 評価 し 
た リス ク へ の 対応 手続 を 強化 する こと と され まし た 。 

本 総会 で は 、 八 田 監査 部 会 長 よ り 、 監 査 部 会 に お ける 審議 の 状況 等 に つい て の 説明 が 行わ れ た 後 、 
企業 会 計 審議 会 癒 会 と し て 臣 基準 等 の 改訂 に 関す る 意見 書 が と り ま と め ら れ 、 徳 賀 会 長 か ら 赤 澤 副 
大 臣 へ 同意 見 書 が 手 交 され まし た 。 

また 、 国 際 的 な 品質 管理 基準 の 見 直し 等 を 踏ま えた 、 日 本 の 対応 に つい て の 議論 が 行わ れ 、 今後 、 
監査 に 関す る 品質 管理 に つい て 監査 部 会 で 審議 し て いく こと と され まし た 。 





































































































































































































































































































最近 の 会 計 監 査 ・ 会 計 基準 を 巡る 主 な 動向 
上 場 企業 の 時 価 総額 に 占め る 割合 が 4 割 を 超え た 日 本 に お ける IFRS 任 意 適 用 の 状況 
. 民生 準 、 時 価 算定 基準 等 の 日 本 基準 の 開発 状況 
・ の れん の 償却 、 基 本 財務 諸表 等 の IFRS に 関す る 国際 的 な 意見 発信 
・ 国 際 会 計 人 材 の 育成 等 
過 の 00G 請 2 (42 まし 78。 
























































※ 詳し く は 、 人 金融 店 ウェ ブサ イト を ご 覧 くだ さい 。 
会 計 審 議会 総会 ・ 第 7 回 会 計 部 会 : 
https://www.fsa.go.jp/singi/singi_kigyou/top_gijiroku.html#soukai 





全国 2 5 0 の 信用 金庫 が 参加 し た 


[2020 よ い 仕事 お こし フェ ア | に 赤澤 副 大 臣 が 出席 





画 |2020 よ い 仕事 お こし フェ ア | で 赤澤 副 大 臣 が 挨拶 








新型 コロ ナウ イル ス 成 染 拡 大 の 影響 に 伴い 、 
信用 金庫 業界 で も 多く の イベ ント が 延期 や 中 止 
に な っ て いる 中 、 ウ ィ ズ ・ コ ロナ の 時 代 に 対応 
貞 2Kel 間 EE 同人 の 6 
赤澤 副 大 臣 が 開会 式 に て 挨拶 を 行い まし た 。 
この フェ ア で は 、 こ れ ま で と 同様 に 会 場 に 地 
元 の 特産 品 を 紹介 する た め に 各地 の 信用 人 金庫 の 
取引 先 等 の 販売 ブー ス や 広報 ブー ス が 設け られ 
た ほか 、 信 用 金庫 の 取引 先 用 に イン ター ネッ ト 
の 通販 サイ ト の ブー ス が 設け られ まし た 。 ま た 、 
企 都 圏 の パイ ヤー と の 商談 が で きる よう に オン 
ライ ン 商 談 の 会 場 も 準備 され る 等 、 リ アル と 
ウェ ブ が 融合 し て 開催 され まし た 。 | 












































写真 : 開会 式 で 挨拶 する 赤澤 副 大 臣 | 


還 信用 人 金庫 の ネッ トワ ー ク の 真価 を 発揮 する 時 


赤澤 副 大 臣 は 挨拶 に お いて 、 信 用 金庫 の 「 よ 
い 仕 事 お こし ネッ トワ ー ク 」※ に よっ て 取引 先 
同士 の 課題 解決 に 結び つい た 事例 を 紹介 し た 上 
で 、 人 が 集まる こと が 困難 と な り 、 新 た な 販路 
や 商談 の 機会 が 少な く な りつ つ あ る 今 こ そ 、 信 
用 金庫 の ネッ トワ ー ク の 真価 を 発揮 する 時 で あ 
2 コピ ロー 5= り し 

また 、 そ の 信用 金庫 の ネッ トワ ー ク が 、 今後 
名 上 品 0 の タツ ドキ 人 ー 人 ム と し で 、 イ メメ ペ ーー 
ショ ン を 生み 出す 場 と な り 、 地 域 企業 の 発展 や 
地域 の 活性 化 に つなが っ て ほし いと の 期待 を 伝 a 、 
えて 挨拶 を 締め 括り まし た 。 写真 : 47 都 道府県 の 米 を 使用 し て 福島 で 造っ た | 

復興 支援 の 日 本 酒 を 用 いた 鏡開き の 様子 











































































































赤澤 副 大 臣 は 、 よ い 仕 事 お こし フェ ア の 開会 式 終了 後 、 オ ン ラ イン 商談 会 や 通販 サイ ト の ブー ス 
等 を 視察 し 、 ブ ー ス 担当 者 と の 積極 的 な 意見 交換 を 行い まし た 。 








※ | よい 仕事 お こし ネッ トワ ー ク 」 に つい て 

158 ( 令 和 2 年 11 月 27 日 現在 ) の 信用 金庫 が 参加 する 「 よ い 仕 事 お こし ネッ トワ ー ク 」 で は 、 こ の フェ ア の 期 
間 だ け で な く 、 常 時 ウェ ブサ イト を 通じ て 信用 金庫 同士 が 地域 を 超え て ビジ ネス マッ チン グ や 事業 支援 に 取り 組 
で いい RF 
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| 霞が関 ダイ アロ グ 」 オン ライ ン 開 催 


省庁 施策 お よび 金融 機関 の 特徴 的 な 取組 事例 を 紹介 ~ 





令 和 2 年 11 月 11 日 及び 18 日 、 地 域 課題 解決 支援 チー 
ム ※1 は 、 | 霞が関 ダイ アロ グ | ※2 を オン ライ ン で 開 
催し まし た 。 全国 各 地 か ら 参 加 申 込 が あり 、 2 日 間 で 
延べ 人 数 約 230 名 の 金融 機関 ・ 自 治 体 等 の 有志 に ご 参 
加 い た だ きま し た 。11 日 に は 、 赤 澤 亮 正 内 閣府 副 大 臣 
(金融 担当 ) も 参加 し 、 参 加 し た 霞が関 及び 地域 の 有 
志 に エー ル を 送り まし た 。 

11 日 は 、 前 回 参加 者 の 意見 を 踏ま えた 新た な 取組 み 
と し て 、 内 閣府 特命 担当 大 臣 (地方 創 生 担 当 ) か ら 表 
彰 さ れ た 「 令 和 元 年 度 地方 久生 へ の 取組 状況 に 係る 
モニ タリ ング 調査 結果 一 地方 創 生 に 資す る 金融 機関 等 
の 『 特 徴 的 な 取組 事例 』 一 ] に つい て 、 内 閣 官 房 ま 
ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 本 部 事務 局 の 協力 の 下 、 4 事例 
に つい て 、 実 際 に 取組 み を 行っ た 金融 機関 か ら 紹介 し 
UN きまり Ie の 

参加 者 か ら は 「 自 金融 機関 で も 活用 で きる 内 容 で あっ た 」 と いっ た 感想 も 寄せ られ まし た 。 18 日 
は 、 省 店 等 か ら コ ロナ 初 で 有効 な 施策 紹介 を 行い まし た 。 参加 者 か ら は 「 事 業者 支援 に タイ ムリ ー 
な 情報 で 、 営 業 店 に すぐ に 展開 する 」 と の 感想 を いた だ きま し た 。 ま た 、 震 が 関 ダ イア ログ へ の 参 
加 全 まり 、。、 |「 各 っ る と 同人 分 記 ち 好 で きる こと る あめ る すず と 意 誤 を 新た だ 眉 し 交 | と の 意見 る 8 め り 。 今 松 
の 地域 で の 活動 が 期待 で きま す 。 

地域 課題 解決 支援 チー ム は 、 霞 が 関 と 地域 、 地 域 と 地域 の 間 を 、 有 志 の ネ ットワーク を 通じ て つ 
な ぐ こ と で 、 施 策 の 浸透 ・ 好 事例 の 展開 を 引き 続き サポ ー ト し て いき ます 。 








































































































| 写真 : オン ライ ン 配 信 の 様子 ] 


















































@ 11 月 11 日 開催 (地方 創 生 に 資す る 金融 機関 等 の 特徴 的 な 取組 事例 ) 











ュ ニ ティ 複合 施設 " 隼 Lab." 


し た 多様 な 人 材 確保 支援 




































































同 で 影響 を 受け て いる 農林 水産 物 の 販売 促進 支援 






























































※1 地域 課題 解決 支援 チー ム : 金融 庁 の 「 政 策 オ ー プ ン ラ ボ 」 と し て 活動 する チー ム の 一 つ 。 地 域 か ら 寄 せら れ た 地域 課 
題 に 対し て 、 地 方 と 中 央 、 官 と 民 の 結節 点 に な り 、 課 題 解決 に 向け た 関係 者 の 協議 の 場 (ダイ アロ グ ) を 設け 、 課 是 
解決 に 向け た 企画 ・ ス キー ム の 検討 ・ 実 現 を 支援 する 。 

※2 霞が関 ダイ アロ グ : 地域 課題 解決 支援 チー ム と 各省 庁 有 志 が 共同 で 企画 し た 、 金 融 機関 自治体 等 の 職員 が 、 各 省庁 
の 担当 者 と の 対話 を する こと で 各省 庁 施策 の 理解 を 深め る 場 。2020 年 1 月 に 初 開催 し 、 今 回 が 3 回 目 
































































































































政策 解 計 ナ -ー- / 計 ーー  ™ 








金融 庁 ・ 財 務 局 で は 、11 月 6 日 ( 金 ) に 「 金 融 行政 の 英語 化 、 ワ ンス トッ プ 化 に つい て 」 を 公表 し まし た 。 
本 稿 で は 、 そ の 背景 と 概要 を ご 紹介 し ます 。 


1. は じ め に 
資金 調達 の 多様 化 、 資 産 運用 の 高度 化 、 金 融 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 進化 な ど を 進め 、 日 本 の 雇用 ・ 産 業 の 創出 
や 経済 力 向 上 の 実現 や 、 金 融 産業 の 国際 的 な 立地 に お ける リス ク 分 散 を 通じ た 、 世 界 の 金融 市 場 の 災害 リス 
ク 等 に 対す る 強 刺 性 を 高め る こと を 目指 す た め 、 日 本 の 国際 金融 セン ター 機能 の 強化 を 図る こと が 喫緊 の 課 
lo 

その た め 、 高 度 な 専門 性 を も っ た 海外 の 資産 運用 会 社 等 の 日 本 市 場 へ の 参入 を 促進 する こと が 重要 で す 。 
つい て は 、 新 規 に 日 本 に 参入 する 海外 の 資産 運用 会 社 等 の 登録 に 関す る 事前 相談 、 登 録 手続 及び 登録 後 の 監 
督 を 英語 で 行う と と も に 、 こ れ ら の 業務 を ワン スト ッ プ で 行う 「 拠 点 開 設 サ ポー ト オ フ ィ ス 」 を 開設 いた し 
ます 。 そ の 実現 に 向け て 、 英 語 で の 登録 申請 等 を 可能 と する 内 閣府 令 の 改正 等 を 行う と と も に 、 金 融 庁 及び 


登録 事務 を 担当 する 財務 局 に お いて 
本 制 整備 を 行い ます 。 金融 行政 の 英語 化 及 び ワ ンス トッ プ 化 
これ ら の 取組 み は 、 日 本 の 金融 ・ 


資本 市 場 の 魅力 を 向上 させ 、 海 外 金 
融 機 関 ・ 専 門人 材 の 受入 れ 環 境 整 備 
を 一 層 加 速 さ せ て いく 各種 施策 ( 税 
制 、 人 材 、 そ の 他 ビ ジネス 環境 整備 、 
英語 に よる 金融 行政 ) の 「 第 一 弾 」 







































































































































































英語 に よる 登録 事前 受付 開始 

































































で あり 、 引 き 続 き 、 関 係 省 庁 と と も 「 拠 点 開 設 サ ポー ト オ フ ィ ス 」 の 設置 
に 、 日 本 の 国際 金融 セン ター 機能 の | 2021 年 1 月 より 内 閣府 令 の 改正 等 の 施行 

強化 を 目指 し て 取り 組ん で まい り ま (予定 ) 英語 に よる 登録 申請 の 受付 開始 

周二 監督 ・ 検 査 に お ける 英語 対応 を 開始 





2. 概要 
1. 拠点 開設 サポ ー ト オフ ィ ス (Financial Market Entry Office) の 設置 に つい て 


金融 庁 ・ 財 務 局 合同 で 2021 年 1 月 に 立ち 上 げ る 「 拠 点 開 設 サ ポー ト オ フ ィ ス | で は 、 新 規 に 日 本 に 参入 す 
る 海外 の 資産 運用 会 社 等 に つい て 、 ワ ンス トッ プ で 、 登 録 の 事前 相談 、 登 録 手続 及び 登録 後 の 監督 を 切れ 目 
な く 英 語 に て 対応 し て まい り ま す 。 ビ デオ 会 議 等 を 活用 し 海外 か ら の 相談 を 含め オン ライ ン で の 事前 相談 等 
を 行う こと も 可能 で す 。 こ れ に より 、 こ れ ま で 日 本 語 対応 が 求め られ て いた 海外 の 資産 運用 会 社 等 の 登録 の 
迅速 化 が 期待 で きま す 。 併せ て 、 新 規 登録 申請 件 数 が 多い 関東 財務 局 で は 、 英 語 に よる 登録 審査 の た め の 事 
務 室 を 霞が関 に 新設 する な ど 、 登 録 審査 を 担当 する 財務 局 に お いて 体制 強化 の 取組 み を 実施 し ます 。 
現在 、 金 融 庁 で は 、 資 産 運 用 会 社 を 含む 全て の 海外 金融 事業 者 か ら 、 日 本 拠点 開設 に 係る 金融 法令 の 手続 
き 等 に 関す る 相談 を 受け 付け る 窓口 と し て 、「 金 融 業 の 拠点 開設 サポ ー ト デス ク 」 ※1 を 開設 し て いま す 。 新 
規 に 日 本 に 参入 する 海外 の 資産 運用 会 社 等 に よる 英語 で の 登録 申請 は 、 内 閣府 令 の 改正 等 の 施行 日 以降 に 提 
出さ れ た も の が 対象 と な り ま す が 、 英 語 に よる 登録 の 相談 は 、11 月 6 日 より この 「 金 融 業 の 拠点 開設 サポ ー 
ト デ ス ク 」| で 受け 付け て いま す 。 

な お 、 サ ポー ト デ ス ク で 受け 付け た ご 相談 内 容 は 、 現 在 サ ポー ト デ ス ク が 担っ て いる 全て の 海外 金融 事業 
者 か ら の 相談 を 受け 付け る 機能 と と も に 、 新 し い 「 拠 点 開設 サポ ー ト オフ ィ ス 」| に 引き 継が れ ま す 。 投 資 運 
用 業 を は じ め と し た 人 金融 商品 取引 業 の 登録 手続 に 関し て は 、「 投 資 運用 業 等 登録 手続 ガイ ドブ ッ ク 」| ※2 を 
参照 くだ さい 






































































































































※1  「 金 融 業 の 拠点 開設 サポ ー ト デス ク 」 に つい て (Financial Market Entry Consultation Desk) : 
https://www_.fsa.go.jp/policy/marketentry/index.html 

※2  「 投 資 運用 業 等 登録 手続 ガイ ドブ ッ ク | に つい て (Guidebook for Registration of Investment Management 
Business and Other Financial Instruments Businesses) : 9 
https://www_.fsa.go.jp/policy/marketentry/guidebook.html 












































2. 英語 で の 登録 申請 等 を 可能 と する 内 閣府 令 の 改正 等 に つい て 
































新規 に 日 本 に 参入 する 海外 








の 人 


























産 運 用 会 社 等 に よる 投 














運用 業 、 投 資 助言 


























・ 代 理 業 及び 運用 業務 に 関連 す 








社 で 運用 する ファ ンド 等 の 販売 業務 ) の 登録 申請 及び 登録 後 の 監 督 に お いて 、 





る 第 二 種 金融 商品 取引 業 ( 自 

英語 で の 書 

び 関 連 し て 新設 する 告示 案 

的 な 内 容 は 以下 の 通り で す 。 
な お 、 こ の 内 容 は 内 閣府 令 
が 生じ る 可能 性 が ある こと ( 
スス ド を こと 店 ぐだ きい 。 





( 





= 





(1) 英語 で の 書類 提出 が 可 

以下 の いずれ か に 該当 する 場合 は 、 英 語 で の 登録 申請 
に お いて 投資 運用 業 又は 投資 助言 業務 を 行う 者 (関係 会 社 を 含む ) が 申請 する 場 
織 で 業務 実績 が ある 者 (役職 員 で あっ た 者 ) が 新た に 












































①③ 外国 
② これ ら の 組 
し て 登録 申請 ) する 場合 








(2) 対象 と な る 業 


以下 、 


ビー を — 
案 等 に 


の 改正 





E と な る 場合 

















「 内 閣府 令 の 改正 案 等 ] ) も 、 同 日 (1 


三 つ く 5 の Ca 今 條 2021F 0 





























類 提出 を 可能 と する た め の 、 金 融 商品 取引 業 等 に 関す る 内 閣府 令 の 一 部 を 改正 する 内 閣府 令 案 及 





1 














ll の 5 3 Pe 上 中 父 



























































以下 の 業 の 登録 が 対象 と な り ま す 。 



















































































① 投資 運用 業 (金融 商品 取引 法 (以下 、「 法 」 ) 第 28 条 第 4 項 ) 
② 投資 助言 ・ 代 理 業 ( 法 第 28 条 第 3 項 ) 
③ 運用 業務 に 関連 する 以下 の 第 二 種 金融 商品 取引 業 
() 運用 業者 が 自社 設定 し た 投資 信託 や ファ ンド の 販売 業務 を 行う 場合 
Gi) 投資 法人 の 資産 運用 会 社 及 び 適 格 投資 家 向 け 投 
































業務 を 行う 場合 


( 投 





| 避 玉 足 し で いる 施行 評 で ほ 座 訓 
ご 留意 くだ さい 。 内 閣府 令 の 改正 案 等 の 詳細 及び お 問い 合わ せ は 、 金 融 庁 ウェ 














等 が 可能 と な り ま す 。 





2 会 。 
ロ 








re EE 





( また は 重要 な 使用 人 と 








伝 具 








al 






















































































196 条 第 2 項 、 法 第 29 条 の 5 第 2 項 ) 
































(3) 英語 で の 提出 が 可能 な 書類 
英語 で の 提出 が 可能 と な る 





雷電 
書類 一 









































覧 ※4 を 金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト に 掲載 し て いま す 。 金 融 商品 取引 法 上 





投資 運用 業 等 に 係る 規制 に 基づき 、 人 金融 庁 へ の 提出 が 必要 と な る 書類 に つ 
ol UN まお 3 





(4) 監督 ・ 検 査 に お ける 英語 
置 に より 新しく 登録 し た 海外 の 3 
肖 民 旬 、 
いて 英語 で の 提出 を 可能 と し 、 監 督 ・ 検 査 8 


























> 会 
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人 
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の 指 
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oO ピー ンタ 


体 的 に は 、2 


対応 











( 法 第 28 条 第 2 項 第 1 号 ) 











運用 業者 の みな し 第 二 種 金融 商品 取引 業 に 係る 
信託 及び 投資 法人 に 関す る 法律 第 




















の 
いて は 、 全 て 英語 で の 提出 が 可 
































021 年 1 











産 運 用 会 社 等 に 対す る 監督 ・ 





検査 に つい て も 、 英 語 対応 を い 








NN 


























上 記 書 類 一 覧 の と お り 、 





















































今後 の 登録 業者 数 の 増加 を 見 据え 、 必 要 と な る 監督 ・ 検 査 の 体制 整備 を 道 


ーー 拠点 開 


i 局 へ の 提出 が 必要 と な る 















































書類 に つ 


芯 





寺 の や り 取 り に つい て も 英語 で の 対応 を 可能 と し ます 。 ま た 、 
EF め て いく 予 足 です 。 








金融 行政 の 英語 化 及 び ワ ンス トッ プ 化 


新規 に 日 本 に 参入 する 海外 の 資産 運用 会 社 等 





“ワン スズ バップ" 











設 サ ポー ト オ フ ィ ス (Financial Market Entry Offce) の 設置 (2021 年 1 月 ) ~ 








金融 店 


海外 事業 者 へ の 広報 ・ プ ロモ ーション 活動 






新規 参入 に 係る 相談 受付 
登録 審査 登録 申請 書 の 受付 
登録 後 の 監 督 業務 















※ 現 存 の / 金 履 雪 の 門 店 卿 店 ダ が ー ム デズ スク / の 林 交 ば 、 新しい / 座 語 急 不 ダ が ー ム チ フ ァ ズ / ご 
/ ま き 縮 が れれ 、 きま 巡 き 友 意 客 庁 挟 を 含む か すべ て の 導 外 登 尋 豆 昔 か ら の 四朗 季 に 交 応 し ます 。 


※3 





電話 番号 








令 和 2 年 11 月 6 日 公表 、 





「 





間 : 平日 9 時 30 分 18 時 15 分 
marketentry@fsa.gojp 
03 一 3506 一 7109 


金融 商品 取引 業 等 に 関す る 内 閣府 令 の 一 部 を 改正 する 内 閣府 令 ( 案 ) 」 等 の 公 


表 に つい て : https://www.fsa.go.jp/news/r2/shouken/20201106/20201106.html 














※4 

















新規 に 


日 本 に 参入 する 海 








外 の 資産 運 








会 



































https://www_.fsa.go.jp/news/r2/shouken/20201106-2/01.pdf 





等 に よる 英語 で の 提出 を 認め る 書類 一 


医 ・ 
LD 





「『 自 然 炎 害 に よる 被災 者 の 債務 整理 に 関す る ガイ ドラ イン 』 を 新型 コロ ナ 
ウイ ルス 感染 症 に 適用 する 場合 の 特 則 」 の 策定 ・ 公 表 に つい て 








令 和 2 年 1 
NN 





こま る 被災 者 の 債務 各 











0 月 30 日 、 前 8 92 9 EN ドラ イン 運営 機関 を 事 

















| 自然 災害 ( MS に 関す る ガイ ドラ イン 研究 会 NN 「『 自 然 災害 


0 「 特 則 」 ) に 時 さま 


1 


。 特 則 の 概要 








特 則 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 影響 を 受け 、 法 的 整 
理 の 要件 に 該当 する こと に な っ た 個人 ・ 個 人 事業 主 に つい て 、 


「 周 実 ※ 詩作 























よる 被災 者 の 債務 整理 に 関す る ガイ ドラ イン 」 

















(※) を 適用 し 、 生 活 や 事業 の 再建 を 支援 する こと を 目的 と 
し た 、 全 国 銀行 協会 等 に よる 民間 の 自主 的 な ルー ル で す 。 な 


お 、 特 則 は 、 
(※) alA 


令 和 2 年 12 月 1 日 より 適用 開始 と な り ま す 。 




















バ 炎 害 に よる 被災 者 の 債務 整理 に 関す る ガイ ドラ イ 











ン | 

















災害 救助 法 の 適用 を 受け た 全国 の 自然 災害 に よる 個 























人 の 被 炎 者 を 対象 と し 、 住 宅 ロ ー ン 等 の 既往 債務 の 弁済 が 

















末 難 と な っ た 被災 者 が 、 法 的 な 破産 手続 に よら ず 債 務 免 除 
等 を 受け る こと が 可能 な 、 全 国 銀行 協会 等 に よる 民間 の 自 





























詳 HMN/ ル ニニ 


2. 特 則 の 主 な ポイ ント 














・ 民事 再生 : 











の 住宅 資金 特別 条項 と 同様 の 支援 スキ ー ム 





























(※) の 導入 に より 、 住 宅 を 手放す こと な く 生活 や 事業 の 
再建 が で きる 。 














(※) 住宅 資金 特別 条項 に よる 支援 スキ ー ム : 住宅 ロー ン に 





つづ 0 で 1 
続 す る こ 

















ょ 、 従 来 ど お り 又 は リス ケ ジ ュ ー ル し て 弁済 を 継 
と に た より 、 佳 宅 を 手 放 胃 こと な く 、 佳 宅 上 回 一 シ 
































以外 の 債務 を 整理 する こと が で きる し くみ 。 
・ 特別 定額 給付 金 等 の 差押 禁止 財産 に 加え 、 財 産 の 一 部 を 


国語 2DG3IE 二 ド の EU の 20hSG7G き 5 
・ 破産 等 の 手続 と は 異な り 、 人 



































情報 と し て 登録 され な いた め 、 そ の 後 の 新 た な 借入 れ に 
響 が 及 ( ば な い 。 
・ 国 の 補助 に よ ! 





、 弁 護 士 等 の | 登録 支援 専門 家 ] に よる 手 














続 支援 を 無 











料 で 受 記 る こと ひで きる Os 





> 本 特 則 の 
整理 ガイ 





詳細 は 、 東 日 本 大 岩 災 ・ 自 然 災害 被災 者 債務 
ドラ イン 運営 機関 の HP を ご 覧 くだ さい 。 








http://www.dgl.or.jp/covid19/ 





に 関す る ガイ ドラ イ を 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 適用 する 場合 の 特 則 」 


新型 コロ ナウ イル ス 感染 症 の 影響 で 、 
住宅 ロー ン な どの 返済 に 
お 困り で は あり ませ ん か ? 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 を を 受け 、 自 己 破産 な どの 法 的 惑 理 の 要件 に 城 当 す る こと と な つっ 
た 個人 ・ 個 人 事業 主 の 債務 帯 理 を 行い 、 自 助 努 力 に よる 生活 や 事業 の 再建 を 支援 する た め 「 自 然 
災害 に よる 彼 災 者 の 債務 束 理 に 関す る ガイ ドラ イン ] の 特 則 が で きま し た 。 


この 特 則 で は 、 住 宅 ロ ー ン に 加え 、 カ ー ド ロー ン 等 の その 他 の 債務 を 交 える 個人 ・ 個 人 事業 主 に 
つい て 、 住宅 を 手放す こと な く 、 住宅 ロー ン 以 外 の 債務 の 免除 ・ 滅 額 を 
| 申し 出る こと が で きま す (一 定 の 要件 を 満た す 必要 が あり ます )。 














例え ば 、 次 の よう な 個人 ・ 個 人 事業 主 の 方 が 
ご 利用 いた だ け ま す 。 
新司 コ ロナ ウイ ルス 間 染 定 の 影 響 で 、 失 篤 や 収入 の 葉 に より 、 ロ ー ン が 之 者 で き な い 。 
・ 賀 産 よ り 信 慣 が 多く 、 将来 の 寂 入 の 見 通し が 立た ず 迅 注 で き な い 。 

・ 住宅 ロー ン に 加え 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感 徹 首 の 彰 響 で 、 カ ー ド ロー ン 寺 その他 の ロー 
ン の 負担 が 大 きく な り 返 済 で き な い 。 

・ 事 業 も 麻 業 し て 再 ス ター ト し た いと 考え て いる が 、 償 務 を 返済 で き な い 。 







手続 支援 を 






個人 信用 情報 と し て 











無料 で 財産 の 一 部 
電 革 等 の 語録 支援 門 束 ] に よ 手元 に 残 せ る 登録 され な し \ 
る 手 村 支 李 を 無料 で 受け られ ます 。 の 大 了 天 し た こと は 、 令 人 例 用 情報 





と し て 受 踊 され な いた め 、 新 た な 番 
入れ に 玉緒 が 肥 び ませ ん 。 





生生 
TTY 





Ent 


の 個別 事情 に より 異な り ま す 。 





新型 コロ ナウ イル ス 感 玉 拡 大 防止 の た め 、 まずは お 電話 で ロー ン 借 入 和 完 の 人 金融 機関 等 に 


お 問い 合わ せく だ さい 。 
詳し く は 裏面 を ご 覧 くだ さい 。 な お 、 例 融 提 較 で は 、 返 済 予 等 の 条件 変更 の 相談 も 受け 付け て いま す 。 





Ff 太 宮 東日本 大 震 火 ・ ・ 自 欠 炎 害 複 災 者 


し く は 、 現実 介 四 ウェ ブサ イト を ご 秦野 くだ さい 。 ty7/ww der 





通用 要件 等 
・ 新 講 コ ロナ ウイ ルス 生生 以 外 の 理由 に より 返済 困 名 と な っ た 方 は 、 本 特 則 を 利用 する こと は で きま せん 。 
・ 本 特 則 に お ける 対象 債務 は 、 以 下 の と お り で す 。 
画 2020 年 2 月 日 以前 に 負担 し て いた 既往 償 務 
男 2020 年 2 月 2 日 以降 、 本 特 則 抽 日 (2020 年 10 月 30 日 ) まで に 新 度 コロ ナウ イル ス 感 入 古 の 影響 に 
よる 収入 や 売上 等 の 減少 に 対応 する こと を 主 な 目的 と し て 以下 の よう な 貧 付 等 を 受け た こと に 起因 する 


① 政 府 系 金融 機関 の 新 看 コロ ナ 紅 集 首 特 別 貨 付 
の 民 内 金 剛 に お ける 実和子 無 担保 融資 
③ 民 同 金融 機関 に お ける 個人 向け 賃 付 
・ 慣 務 の 免除 等 に は 、 一 十 の 委 特 ( 償 務 者 の 財産 や コロ ナ 影 響 前 後 の 収入 状況 、 信 用 、 債 務 総 額 、 返 
済 期 間 、 利 率 と いっ た 支払 条件 、 豪 計 の 状況 等 を 総合 的 に 考慮 し て 判断 ) を 満た すこ と や ロー ン の 筐 入 
先 の 同意 が 必要 と な り ま す 。 ま た 、 科 時 基 判 所 の 特定 調停 手続 を 利用 する こと が 必要 と な り ま す 。 
支 特定 再 人 手 続 の 利用 を 含む 手続 の 流れ は 下 の 図 を ご 参照 くだ さい 。 














a @「 調 停 条 項 案 ] の 作成 
最も 多額 の ロー ン を 信 り て いる 企 融 関 等 へ 、 ガ イド ライ ン の 天宮 事 」 の 支援 を 
する こと RUE Catanuamenn 生け な が ら 、 全 融 関 等 の 2 
全 融 合 主 を 通じ て 、 備 務 和 整理 の ' Ln」 
内 容 を 夏 り 込ん だ 攻 枯 (「 調 i 時 
信条 順守) を 作成 し ます 。 MI 
0 
「 調 停 条 項 案 ] の 提出 ・ is 
「『 奏 婦 支 援 補 」 を 種目 し て 、 会 剛 欄 閣 土 へ ガ イド ライ ン に 基 合 
する " 鹿 作 条項 案 。 を 提 当 ・ 説 明 し ます CMMI AA 
か 知 か 回 答 し ます ] 
@ 専 門 家 に よる 手続 支援 を 依頼 kate 
上 記 (① わ の 本 融 機関 等 か ら 手続 二手 に つい て 同意 が 得 ら れ た 科 、 ー see | に ] 
地元 弁護 十 会 な ど を 通じ て 、 東 日 本 大 謀 炎 ・ caer THTTTT 
者 聞 再生 二 芝 間 に 半生 [mmmml ド ! | ] 
wm 


0 4 9 年 人 の 申立 
Nl IM| em うと する 全て の 代入 先 か ら 同 己 が 待 られ 


た し ます (中 立 村 用 は 
どの お 要 書 類 を 健 出 し ます ( 番 舌 作成 の 際 、「 韻 録 支援 寿 「 


欠 担 と な り ま す ) 
衣 」 の 支援 を 受け る こと が で きま す ) PF lk 


則 他 の 返 藻 全 は 一 人 調停 条項 の 確定 
ER rn 特定 鋼 停 手続 に より 調停 条項 が PP 
、 旧 答 二 すれ ば 任務 整理 大 立 で す 。 | 
NM 


(2o2o.11) 








債務 整理 (開始 ) の 申出 


会 融 本 開 季 に 香 務 豆 斑 を 中 し 出 て 、 中 出 午 の ほか 叶 首 互角 な 





「 金 融 業 界 横断 的 な サイ バー セキ ユリ ティ 演習 (Delta Wall V) 」 に つい て 











金融 庁 で は 、 今 年 で 5 回目 と な る 金融 業界 横断 的 な サイ バー セキ ュ リ ティ 演習 「Delta Wall V」 を 、 
10 月 14 日 か ら 21 日 に か け て 開催 いた し まし た 。 


1. 金融 分 野 の サイ バー セキ ュ リ ティ を 巡る 状況 


資金 移動 業者 の 決済 サー ビス を 通じ た 不正 出 金 等 の イン シ デ ン ト が 、 複数 の 金融 機関 で 発生 し て いま 
す 。 ま た 、 海 外 や 他 業 態 で は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 便乗 し た サイ バー 攻撃 や テレ ワー ク 環 境 を 
狙っ た サイ バー 攻撃 が 発生 し て お り 、 今 後 の 金 融 分 野 へ の 影響 が 懸念 され て いま す 。 


こう し た サイ バー 攻撃 の 脅威 は 、 金 融 シ ステ ム の 安定 に 影響 を 及ぼ し か ね な い 大 き な リ スク と な っ て 
お り 、 金 融 業 界 全体 の イン シ デ ン ト 対 応 の つこ ド Rl 人 KG の 


2. 昨年 まで の 演習 の 概要 


昨年 まで に 4 回 演習 を 実施 し 、2016 年 度 は 77 先 、2017 年 度 は 101 先 、2018 年 度 は 105 先 、2019 年 度 
は 121 先 の 金融 機関 が 参加 し まし た 。 こ れ ま で の 演習 を 通じ て 、 多 く の 人 金融 機関 が コン ティ ンジ ェ ン 
シー プラ ン 、 対 応 マ ニュ アル 等 の 見 直し や 社内 外 の 情報 連携 強化 に 向け た 対応 を 実施 し 、 イ ン シ デ ント 
対応 態勢 を 改善 し て き て いる と ころ で す 。 


3. 今年 の 演 Delta Wall V ) の 


今年 の 演習 (Delta Wall V) に は 、 約 110 先 が 参加 し 、 最 近 の 不正 出 金 等 に お いて も 重要 性 が 認め 
れ た 、 イ ン シ デ ント 発生 時 の 顧客 対応 や 部 門間 及び 組織 外部 と の 連携 の 実効 性 を 確認 1 
は 財務 局 も 参加 し 、 金 融 機 関 か ら の 連絡 に 対応 し まし た 。 

昨年 実施 し た 演習 の 結果 を 踏ま え 、 人 寺 四 の いり 今回 新人 クン ョ ント 叶 不 月 8 
の 高度 化 を 図る こと | を 目的 に 、 社 内 で の ディ スカ ッ シ ョ ン を 通じ て イン シ デ ン ト 対 応 に お ける 社内 エ 
スカ レー ショ ン か ら 経 営 層 の 意思 決定 の 実効 性 を 検証 する 演習 を 実施 し 、IT 部 門 に と ど ま ら な い 全 社 的 
NE DOOR00GIOSS SI 

まま S の リン ンカ ンー 2U5BE の 回 馬 あ 図 の 7 た の 6 思 際 に 売 レ ウー ク で 半 り 6 
いる 金融 機関 に つい て は 、 実 際 の テレ ワー ク 環 境 下 で 演習 に 参加 し て いた だ きま し た 。 
演 当 ナリ は 所 肝 栄 馬 に つい G は イン シン ョ ント 
対応 能力 の より 一 層 の 高度 化 を 図る 観点 か ら 、 事 前 に 
し シン ze シッ リン 20 se 
その 他 の 業態 に つい て は 事前 に シナ リオ 骨子 を 開示 し 、 
最近 の サイ バー 攻撃 の 情勢 や 、 各 業態 の 実態 を 踏ま え 、 
マル ウェ ア 感 染 や 顧客 情報 の 漏えい 、 顧 客 資 産 の 流出 
OOSe7S225 お 02 まま BMIPi SS 


, 演習 結果 の 評価 と フィ ー ド バッ ク に つい て 


本 演習 で は 、 参 加 金 融 機関 が PDCA サ イク ル を 回 
し つつ 、 対 応 能 力 の 向上 が 図れ る よう 、 具 体 的 な 改善 
策 を 示す な ど 、 事 後 評価 に 力点 を 置い て いま す 。 

評価 結果 に つい て は 参加 金融 機関 へ の 個別 の フィ ー 
ド バ ッ ク に 加え て 、 業 界 全体 に 選 元 する こと で 、 金 融 
業界 全体 の サイ バー セキ ュ リ ティ 対策 の 向上 を 図る こ 
と こと し で 廊 り 酢 王 e 















































































































































































































































後見 制度 支援 預貯金 ・ 後 見 制度 支援 信託 の 導入 状況 調査 の 結果 
の 公表 に つい て 






































令 和 2 年 10 月 23 日 、 金 融 庁 は 、 後 見 制度 支援 預貯金 ・ 後 見 制度 支援 信託 の 導入 状況 調査 の 結果 を と り 
まま 270 の 65208 細 SSrsl ll 














1. 経緯 
成年 後見 人 に よる 被 後見 人 の 財産 の 不正 利用 を 防止 する 観点 か ら 、 最 高裁 判 所 や 全国 銀行 協会 等 に お 
ける 協議 を 経て 、 平 成 24 年 に 「 後 見 制度 支援 信託 (以下 「 支 援 信託 】 と いう 。) 」 が 創設 され 、 大 手 信 
託 銀行 を 中 心 に 取扱 い が 開始 され まし た 。 
し か し な が ら 、 支 援 信託 に つい て は 、「 信 託 銀行 の 店 舗 人 
































の 所 在 地 が 限ら れ て いる 」、「 (地元 の 金融 機関 で は な 。 | 彼 後 見 人 の 金銭 を 大 口 務 貯 金品 座 と 小品 預金 
口座 に お いて 管理 。 





感 が ある 」 と いっ た 指摘 も あり 、「 成 年 後見 制度 利用 促進 小口 預貯金 口座 へ 定期 送金 。 












































基本 計画 ] (平成 29 年 3 月 閣議 決定 ) な *+ に お いて 、「 後 見 | を 以下 の 取引 で は 、 家庭 所 の 指示 書 が 必要 。 
制度 支援 信託 に 並立 ・ 代 替 する 預貯金 の 管理 ・ 運 用 方 策 の | て 才 援 正 最 金 契約 時 (口座 開設 半 ) 
検討 の 促進 等 に つい て 検討 を 行う ] こと と され まし た 。 ・ 大 口 預貯金 口座 か ら の 出 金 時 等 




















これ を 受け 、「 成 年 後見 に お ける 預貯金 管理 に 関す る 勉 
強 会 ] ※X に お ける 検討 の 結果 、 平 成 30 年 3 月 に モデ ルス 
キー ム が 取り まとめ られ 、 信 託 銀行 以外 で も 取扱 い 可 能 な 

「 後 見 制度 支援 預貯金 (以下 「 支 援 預 貯金 |] と いう 。) ]」 
の 取扱 い が 開 始 さ れ ま し た 。 さ ら に 令 和 元 年 5 月 に 「 成 年 
後見 制度 利用 促進 基本 計画 | 、 令 和 元 年 6 月 に 「 認 知 症 施 
策 推進 大 綱 」 ※3 に お いて 、「 全 預金 取扱 金融 機関 の 個人 預 
貯金 残高 に 占め る 支援 預貯金 叉 は 支援 信託 を 導入 済 と する 
金融 機関 の 個人 預貯金 残高 の 割合 : 50% ( 令 和 3 年 度 
2 に le IaS US LU だ 

























































































































































































2. 導入 状況 調査 






































金融 庁 で は 、 全 預金 取扱 金融 機関 4 を 対象 に 、 令 和 2 年 支援 預貯金 ・ 支 援 信託 の 導入 状況 
3 月末 時 点 の 支援 預貯金 及び 支援 信託 に 係る 導入 状況 等 の ( 令 和 2 年 3 月 末 ) 

















調査 を 実施 し まし た 。 調査 の 結果 、 支 援 預 貯金 又は 支援 信 
託 を 導入 し て いる 金融 機関 は 約 56% と 、 平 成 28 年 12 月 末 時 
点 の 約 12% か ら 増 加 し 、KPI (50%) を 達成 し て いま す 。 
また 、 | 導入 予定 な し 」 と 回 答 し た 金融 機関 も 約 28% と 、 
平成 28 年 12 月 末 時 点 の 約 45% か ら 減 少し て お り 、 全 体 と し 
て 支援 預貯金 及び 支援 信託 の 導入 に 向け た 取組 み の 進ん で 
0269KPD'2 002 ま 09 

金融 庁 と し て は 、 引 き 続 き 、 関 係 省 店 等 と 連携 し 、 成 年 
後見 制度 を 利用 者 に と っ て 安心 か つ 安 全 な 制度 と する た め 、 
各 金 融 機 関 の 支援 預貯金 ・ 支 援 信託 の 導入 を 促し て まい り 
ES ※ 個 人 預貯金 残高 ペース の 割合 
























































































































































※1 「 成 年 後見 制度 利用 促進 基本 計画 ・ 施 策 の 実施 状況 等 」 (厚生 労働 省 ウ ェ ブ サイ ト ) : 
https://www.mhlw.go.jp/st/seisakunitsuite/bunya/0000202622_00017.html 

※2 法務 省 を 事務 局 と し 、 金 融 庁 等 の 関係 省庁 及び 全銀協 等 の 金融 関係 団体 等 が 参加 。 

※3 「 認 知 症 施策 推進 大 綱 に つい て 」 (厚生 労働 省 ウ ェ ブ サイ ト ) : 

https://www.mhlw.go.jp/s せ /seisakunitsuite/bunya/0000076236_00002.html 

※4 銀行 : 114、 信 用 金庫 : 255、 信 用 組合 : 102、 労 働 金庫 : 13、 農 漁協 等 : 738、 合 計 : 1,222 金 融 機関 ]1 
(ネッ トバ ンク 等 の 店 舗 窓口 に お いて 現金 を 取り 扱っ て いな い 金 融 機関 及び 業 域 ・ 職 域 信 用 組合 は 除く 。) 





















































































































































































































































市 場 へ の メッ セー ジ ( 令 和 2 年 11 月 24 日 ) 























証券 取引 等 監視 委員 会 (以下 「 証 券 監 視 委 ] と いい 
ます 。) は 、 勧 告 事案 等 に 関す る 解説 記事 を 「 市 場 へ 


の メッ セー ジ 」 と し て 証券 監視 要 ウ ェ ブ サイ ト に 掲載 
し で て 給 り 計 ず Ye 
ここ で は 、 令 和 2 年 11 月 24 日 に 掲載 し た 「 市 場 へ 


の メッ セー ジ | の 主 な 内 容 に つい て ご 紹介 し ます 。 


※「 市 場 へ の メッ セー ジ 」 の 全文 に つい て は 証券 監視 
委 ウ ェ ブ サイ ト を ご 参照 くだ さい 。 
参考 URL : 
https://www.fsa.go.jp/sesc/message/20201124-1.htm 



























































"for investors, with investors" 





























証券 監視 委 は 、 石 垣 商品 株 式 会 社 (以下 「 当 社 ] と いい ます 。) に お ける 金融 商品 取引 法 に 基づく 











開示 規制 の 違反 に つい て 検査 し た 結果 、 下 記 の と お り 法 令 違 反 の 事実 が 認め られ た こと か ら 、 令 和 2 
年 10 月 20 日 に 内 閣 総 理大 臣 及 び 金 融 庁 長 官 に 対し て 課徴 金 納付 命令 勧告 を 行い まし た ※。 












































【 法 令 違反 の 事実 関係 】 
当社 の 連結 子会社 (以下 、「A 社 ]」 と いい ます 。) が 、 適 切な 期間 に 費用 を 認識 し な い 等 の 不適 正 
な 会 計 処 理 ( 仕 入 の 前 倒し 及び 繰延 計上 ・ 販 売 促進 費 の 繰延 計上 ) を 行っ た 結果 、 当 社 は 、 過 大 な 営 
業 利益 等 を 計上 し た 連結 財務 諸表 を 記載 する こと に よっ て 、「 重 要 な 事項 に つき 虚偽 の 記載 」 の ある 
有価 証券 報告 書 及 び 四 半期 報告 書 を 関東 財務 局長 に 提出 し まし た 。 これら の 有価 証券 報告 書 及 び 四 半 
期 報 告 書 は 、 次 の と お り で す 。 
・ 平 成 29 年 12 月 第 3 四半 期 四 半期 報告 書 (平成 30 年 2 月 14 日 提出 ) 
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・ 平 成 30 年 3 月 期 有価 証券 報告 書 (平成 30 年 6 月 28 日 提出 ) 





























【 不 適正 な 会 計 処 理 が 行わ れ た 原因 ・ 背 景 】 

本 件 は 、 当 社 か ら A 社 に 対す る 利益 計上 に つい て の プレ ッ シ ャ ー が あっ た こと か ら 、A 社 は 、 少 し 
で も 利益 を 高く 見 せ か ける た め に 、 ME 2 2 EE 

この よう な 不適 正 な 会 計 処 理 が 行わ れ た こと に つい て 、A 社 の 会 計 処理 に 関す る チェ ッ ク 体 制 が 不 
備 で あっ た た め 、A 社 自身 に お いて 適切 に 0 0 は に ピロ 
社 の 業務 活動 、 会 計 処理 等 の 実態 把握 や 管理 ・ 指 導 は 不 十分 ・ 不 適切 な も の で あっ た た め に 、 当 社 に 
お いて も 不適 正 な 会 計 処 理 を チェ ッ ク す る こと が で きま せん で し た 。 
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証券 監視 和 要 は 、 本 事例 の よう な 有価 証券 報告 書 等 に お ける 虚偽 記載 な どの 開示 規制 違反 に 対し て 、 
引き 続き 上 厳正 に 対処 し て まい り ま す 。 































































































※ 令 和 2 年 10 月 20 日 公表 、「 石 垣 食 品 株 式 会 社 に お ける 有価 証券 報告 書 等 の 虚偽 記載 に 係る 課 微 金 納付 命令 勧 
告 に つい て 」 : https://www.fsa.go.jp/sesc/news/c_2020/2020/20201020-2.html 











先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 
(2020 年 11 月 1 日 一 11 月 30 日 ) 














事業 者 を 支え る 融資 ・ 再 生 実 務 の あり 方 に 関す る 研究 会 ] を 設置 (11 月 
事業 者 を 支え る 融資 ・ 再 生 実務 の あり 方 に 関す る 研究 会 (第 1 回 ) を 開催 
大 阪 府 信用 農業 協同 組合 連合 会 に 対す る 信託 兼営 認可 (11 月 4 日 ) 
企業 会 計 審 議会 総会 ・ 第 7 回 会 計 部 会 を 開催 (11 月 6 日 ) 

金融 行政 の 英語 化 及 び ワ ンス トッ プ 化 に つい て (11 月 6 日 ) 
安定 的 な 資産 形成 に 向け た 金融 事業 者 の 取組 み 状況 ( 令 和 2 年 9 月 末 時 点 ) (11 月 6 日 ) 

[記述 情報 の 開示 の 好 事 例 集 2020」 (新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 、ESG に 関す る 開示 ) (11 月 6 日 ) 


































































































































































































































































































融 審議 会 銀行 制度 等 ワー キン グ ・ グ ルー プ 」 (第 5 回 ) を 開催 (11 月 9 日 ) 
子 決済 等 代行 業者 に 対し セキ ュ リ ティ の 高度 化 等 を 要請 (11 月 10 日 ) 

監査 基準 の 改訂 に 関す る 意見 書 ] 及び 「 中 間 監 査 基準 の 改訂 に 関す る 意見 書 」 (11 月 11 日 ) 

融 審議 会 「 市 場 制度 ソー キン グ ・ グ ルー プ 」 (第 3 回 ) を 開催 (11 月 13 日 ) 

スチ ュ ワ ー ド シッ プ ・ コ ー ド 及び コー ポレ ー ト ガバ ナン ス ・ コ ー ド の フォ ロー アッ プ グ 会 議 」 (第 21 
避 ) を 開催 (11 月 18 日 


[Regional Banking Summit (Re:ing/SUM) 」 x | 日 経 地 方 人 久生 フォ ー ラ ム | (広島 会 場 ) の 開催 
を 公表 (11 月 20 日 ) 


| 金融 庁 検査 ・ 日 本 銀行 考査 の 連携 強化 に 向け た タス ク フ ォ ー ス | を 開催 (11 月 20 日 ) 

チュ ー リ ッ ヒ 生命 準備 株 式 会 社 へ 生命 保険 業 の 免許 を 付与 (11 月 24 日 ) 
サス テ ナ ブ ル ・ フ ァ イ ナ ンス に 関す る 国際 的 な 連携 ・ 協 調 を 図る プラ ッ ト フ ォ ー ム (IPSF) へ の 参加 
公表 (11 月 24 日 ) 
金融 審議 会 「 銀 行 制度 等 ワー キン グ ・ グ ルー プ 」| (第 6 回 ) を 開催 (11 月 25 日 ) 
事業 者 を 支え る 融資 ・ 再 生 実務 の あり 方 に 関す る 研究 会 (第 2 回) を 開催 (11 月 25 日 ) 

財務 ( 支 ) 局 が 高 病原 性 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 疑似 患 間 の 確認 を 踏ま え 、 金 融 上 の 対応 に つい て 金融 機関 

に 要請 (11 月 5 日 、12 日 、25 日 、26 日 ) 

| 金融 店 地銀 経営 統合 ・ 再 編 等 サポ ー ト デス ク | を 設置 (11 月 27 日 ) 

金融 機関 に お ける 貸付 条件 の 変更 等 の 状況 に つい て 更新 (11 月 20 日 、27 日 ) 

株 式 会 社 東京 証券 取引 所 及び 株 式 会 社 日 本 取引 所 グル ー プ に 対し 行政 処分 (11 月 
> 年 末 に お ける 中 小 企業 ・ 小 規模 事業 者 に 対す る 金融 の 円 滑 化 に つい て (11 月 
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・ Twitter 金融 庁 公 式 ア カウ ント 
https://twitter.com/fsa_JAPAN 


・ LINE 公 式 ア カウ ント 「 金 融 庁 コロ ナ サポ ー ト ! 」 









twitter 情 報 発信 








https://www.fsa.qo.jp/copyright/20200526.html 回 当 沿 回 
LINE ID : @accessfsa2020 敵 CI 
URL : https://lin.ee/WPfViAyU 





編集 後記 

今月 号 で は 「 企 業 会 計 審議 会 総会 」 や 「2020 よ い 仕事 お こし フェ ア 」、「 霞 が 関 ダ イア ログ 」 と 多く の 行事 
に ご 参加 頂い た 赤澤 副 大 臣 に イン タビ ュー を させ て 頂き まし た 。 赤澤 先 生 の お 人 柄 ・ 情 熱 が 伝わる 内 容 と な っ て 
お り 、 私 自身 、 元 秘書 官 と し て 思い 出 に 残る 仕事 に な り ま し た 。 

その 他 、 国 際 金 融 都市 の 推進 や 新型 コロ ナ 対 策 、 サ イ バ ー セ キュ リティ 、 高 齢 化 社 会 へ の 対応 等 、 幅 広い 話題 


を 取り 上 げ て お り ま す 。 
師走 の 塞ぐ 忙し い 時 期 で は あり ます が 、 新 型 コ ロナ 感染 防止 対策 を 徹底 頂き つつ 、 お 手すき の 時 に 本 紙 を 是非 


ご 覧 いた だ し 幸い で す 。 = 
EE 金融 庁 広報 室長 境 吉 隆 


編集 ・ 発 行 : 金融 庁 広報 室 





